
　平成27年第4回定例会は、12月3日㈭～12月22日㈫の20日間開催され
ました。平成27年度一般会計補正予算（第3号）案、同じく（第4号）案、
市役所部設置条例、指定管理者の指定などが審議、採決されました。主な
内容について紹介します。

平成27年  第４回定例会の概要

平成27年度一般会計補正予算（第３号）
○生活保護費支給事業

補正前予算額 今回補正額 補正後予算額

9億7,100万7千円 1億2,309万5千円 10億9,410万2千円

　・	生活保護法に基づき、生活困窮者の最低限の生活を保障するための事業であり、
今回受給世帯及び受給人員が大幅に増加したため補正する。

○地域総合整備資金貸付事業（新規）
補正前予算額 今回補正額 補正後予算額

0円 5億1,100万円 5億1,100万円

　・	一般財団法人地域総合整備財団を経由して、民間事業者等へ無利子資金の貸付を
行う事業である。

　・	今回の事業主体は、有限会社和泉屋（カステラ等菓子製造販売）であり菓子工場
増築に伴う資金貸付である。

　・事業費総額は15億7,680万円。（うち貸付対象事業費14億6,000万円）
　　市が貸付を行うのは対象事業費の35％以内。

和泉屋工場増築風景
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平成27年度一般会計補正予算（第4号）
○ふるさと応援推進事業

補正前予算額 今回補正額 補正後予算額

1億5,153万6千円 7,500万円 2億2,653万6千円

　・	雲仙市の出身者等（出身者でなくとも可）が、本市の
まちづくりを応援したいという思いで寄附される場
合に、寄附額の半額相当の謝礼品を送り、残額をふる
さと応援基金として積立てる。

　・	年度当初の想定を上回るペースで寄附金が寄せられ
ており、今後、謝礼品等に係る予算の不足が見込まれ
るための補正である。

平成27年度国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）
○国民宿舎（望洋荘）事業

補正前予算額 補正予算額 補正後予算額

1億8,851万1千円 △310万6千円 1億8,540万5千円

　・	レジオネラ菌の発生により、4月28日から6月30日まで64日間休業したため約
2,000万円の収入減となった。その穴埋めに基金からの繰入れや人件費の削減な
どを行なった。

○現年公共土木施設災害復旧費
補正前予算額 補正予算額 補正後予算額

8,752万4千円 2億1,760万円 3億512万4千円

　・	8月22日から26日の台風15号により被災した、道路と河川について速やかに機能
回復を図り、市民生活の安全と利便を確保するための補正。

　　　　　道路河川災害復旧補助事業（道路５箇所、河川９箇所）
　　　　　道路河川災害復旧単独事業（道路16箇所、河川７箇所）

ふるさと応援寄附金謝礼品カタログ
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☆雲仙市役所部設置条例の全部を改正する条例について
議 会 事 務 局 総 務 議 事 班

農業委員会 事 務 局 農 地 総 務 班

選挙管理委員会 事 務 局 管 理 班

監査事務局 事 務 局 監 査 指 導 班

市 長 副 市 長 総 務 部 政 策 企 画 課 秘 書 政 策 班
広 報 統 計 班
情 報 政 策 班
男女共同参画センター

人 事 課 人 事 行 政 班

財 政 課 財 政 班

財 産 管 理 課 財 産 管 理 班

契 約 検 査 課 契 約 検 査 班

環 境 水 道 部 環 境 政 策 課 環 境 班
廃 棄 物 対 策 班

水 道 課 水 道 管 理 班
給 水 班
北 部 駐 在 班
南 部 駐 在 班

下 水 道 課 下 水 道 班

事 務 局 総 務 課 総 務 班
環 境 整 備 班

生 涯 学 習 課 生 涯 学 習 班
文 化 財 班

学 校 教 育 課 教 育 指 導 班

スポーツ振興課 ス ポ ー ツ 振 興 班

教育委員会 教 育 長

産 業 部 農 林 水 産 課 農 業 班
畜 産 振 興 班
林 務 水 産 班

農漁村整備課 整 備 維 持 班

望 洋 荘

観 光 物 産 課 観 光 物 産 班

商 工 労 政 課 商 工 労 政 班

道 路 河 川 課 道 路 班
河 川 防 災 班

監 理 課 建 設 総 務 班
都 市 計 画 班

建 設 部

建 築 課 建 築 指 導 班

用 地 課 用 地 班

会 計 課 会 計 班会 計 管 理 者

市 民 生 活 部 市 民 安 全 課 市 民 安 全 班

収 納 推 進 課 収 納 推 進 班

税 務 課 国 保 市 民 税 班
固 定 資 産 税 班

健 康 福 祉 部 福 祉 課 福 祉 班
高 齢 障 害 班

子ども支援課 子 ど も 健 康 班
子 育 て 支 援 班
子育てサポートセンター

健康づくり課 健 康 推 進 班

保 護 課 保 護 班

地 域 振 興 部 総 合 窓 口 課 地 域 振 興 班
消 費 生 活 セ ン タ ー
総 合 窓 口 班
保 険 年 金 班

国見総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

瑞穂総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

愛野総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

千々石総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

雲仙出張所

小浜総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

南串山総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

千々石庁舎

本庁舎（吾妻町）

★条例についての説明
　平成28年度より市役所の
部局が図のようになります。取
扱い業務、名称などの変更も
ありますのでご注意ください。

※平成28年11月末完了予
定の千々石庁舎改修工
事終了後に移転予定。

※北部駐在班は国見
総合支所内。
　南部駐在班は小浜
総合支所内。

（選挙管理委員会併任）

（選挙管理委員会
　　　事務局併任）

（総合窓口課併任）

千々石庁舎１階

千々石庁舎３階

千々石庁舎２階

（選挙管理委員会
　　　　事務局併任）
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議 会 事 務 局 総 務 議 事 班

農業委員会 事 務 局 農 地 総 務 班

選挙管理委員会 事 務 局 管 理 班

監査事務局 事 務 局 監 査 指 導 班

市 長 副 市 長 総 務 部 政 策 企 画 課 秘 書 政 策 班
広 報 統 計 班
情 報 政 策 班
男女共同参画センター

人 事 課 人 事 行 政 班

財 政 課 財 政 班

財 産 管 理 課 財 産 管 理 班

契 約 検 査 課 契 約 検 査 班

環 境 水 道 部 環 境 政 策 課 環 境 班
廃 棄 物 対 策 班

水 道 課 水 道 管 理 班
給 水 班
北 部 駐 在 班
南 部 駐 在 班

下 水 道 課 下 水 道 班

事 務 局 総 務 課 総 務 班
環 境 整 備 班

生 涯 学 習 課 生 涯 学 習 班
文 化 財 班

学 校 教 育 課 教 育 指 導 班

スポーツ振興課 ス ポ ー ツ 振 興 班

教育委員会 教 育 長

産 業 部 農 林 水 産 課 農 業 班
畜 産 振 興 班
林 務 水 産 班

農漁村整備課 整 備 維 持 班

望 洋 荘

観 光 物 産 課 観 光 物 産 班

商 工 労 政 課 商 工 労 政 班

道 路 河 川 課 道 路 班
河 川 防 災 班

監 理 課 建 設 総 務 班
都 市 計 画 班

建 設 部

建 築 課 建 築 指 導 班

用 地 課 用 地 班

会 計 課 会 計 班会 計 管 理 者

市 民 生 活 部 市 民 安 全 課 市 民 安 全 班

収 納 推 進 課 収 納 推 進 班

税 務 課 国 保 市 民 税 班
固 定 資 産 税 班

健 康 福 祉 部 福 祉 課 福 祉 班
高 齢 障 害 班

子ども支援課 子 ど も 健 康 班
子 育 て 支 援 班
子育てサポートセンター

健康づくり課 健 康 推 進 班

保 護 課 保 護 班

地 域 振 興 部 総 合 窓 口 課 地 域 振 興 班
消 費 生 活 セ ン タ ー
総 合 窓 口 班
保 険 年 金 班

国見総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

瑞穂総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

愛野総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

千々石総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

雲仙出張所

小浜総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

南串山総合支所
地 域 振 興 課 地 域 振 興 班

千々石庁舎

本庁舎（吾妻町）

★条例についての説明
　平成28年度より市役所の
部局が図のようになります。取
扱い業務、名称などの変更も
ありますのでご注意ください。

※平成28年11月末完了予
定の千々石庁舎改修工
事終了後に移転予定。

※北部駐在班は国見
総合支所内。
　南部駐在班は小浜
総合支所内。

（選挙管理委員会併任）

（選挙管理委員会
　　　事務局併任）

（総合窓口課併任）

千々石庁舎１階

千々石庁舎３階

千々石庁舎２階

（選挙管理委員会
　　　　事務局併任）
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指定管理者の指定
○千々石農産物直売所
　・指定管理者……嘉祥株式会社（代表取締役　沖田慎太郎）
　・指定期間　平成28年2月1日～平成31年3月31日
　・主な事業内容	 市内で生産される農畜水産物や加工品等の販売
	 菓子製造を主体としたカフェ・菓子教室・商品開発等の自主事業
	 観光情報等を発信する特設コーナーの設置

○リフレッシュセンターおばま
　・指定管理者…小浜まちづくり株式会社（代表取締役　宅島壽雄）
　・指定期間…平成28年4月1日～平成32年3月31日

○瑞穂ヘルシー会館ほか5施設
　①瑞穂ヘルシー会館
　②吾妻老人憩の家
　③木場ふれあいセンター
　④千々石老人福祉センター橘荘
　⑤小浜老人福祉センター
　⑥下峰児童館
　・指定管理者…社会福祉法人　雲仙市社会福祉協議会（会長　境川秀生）
　・指定期間…平成28年4月1日～平成32年3月31日

⎛
⎜
⎜
⎜
⎝

⎛
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎝

千々石農産物直売所

リフレッシュセンターおばま

吾妻老人憩の家
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意見書を国へ送付しました

九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）の整備促進
に関する意見書

　九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）は、西九州地域の産業振興や交流人口の拡大、
離島半島地域の活性化等につながる重要な交通基盤であり、関西・中国圏との連携によ
る社会経済の発展に寄与するものである。沿線地域では、官民が一体となって、新幹線
の効果を最大限に発揮できるよう、ソフト・ハード両面から新幹線を活用した魅力ある
まちづくりに取り組んでいるところであり、一日も早い全線開業が期待されている。
　この西九州ルートでは、フリーゲージトレインの導入を前提に武雄温泉～長崎間（肥
前山口～武雄温泉間の複線化事業等を含む）について工事実施計画が認可されたが、平
成26年10月から開始された３モード耐久走行試験の約３万kmを走行した時点で不具
合が発生し、平成26年11月末から走行試験が休止されている。12月４日に開催された
国土交通省の軌間可変技術評価委員会では、順調に進んだ場合の３モード耐久走行試験
の再開は平成28年度後半を予定しているとされ、技術開発や量産車の製造が遅延する
一方で、国土交通省からは、当該政府・与党申合せに従って着実に取り組んでいく旨の
国会答弁等もなされているが、その具体的な対応策は示されていない。これを受け、長
崎県内では、一日も早い全線開業を期待して取り組んでいる県民、沿線自治体等の間か
ら、戸惑いや懸念の声が広がっている。
　よって、国におかれては、次のとおり対応するよう強く求める。

　１．	平成27年１月の政府・与党申合せを厳守し、開業時期を平成34年度から可能な
限り前倒しすること。

　２．	如何にして当該政府・与党申合せの内容を実現するのか、その具体的な対応策を
早急にとりまとめること。

　３．	当該対応策について、長崎県・佐賀県・福岡県その他の西九州ルートの地元関係
者に対し早急に提示して説明し、充分な調整を行い合意を図ること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成27年12月22日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県雲仙市議会　　　

衆議院議長　　　大島　理森　殿
参議院議長　　　山崎　正昭　殿
内閣総理大臣　　安倍　晋三　殿
総務大臣　　　　高市　早苗　殿
財務大臣　　　　麻生　太郎　殿
国土交通大臣　　石井　啓一　殿
内閣官房長官　　菅　　義偉　殿
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ＴＰＰ協定書作成作業からの撤退を求
める請願書 不採択 1:19● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）
の整備促進に関する意見書 可決 19:1○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○賛成　　●反対

教育現場の実態に即した教職員定数の充実等
に関する意見書

　これまで学校教育施策において、きめ細かな指導の充実を図るための少人数学級の推
進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元について、国及び県へ要望
を行ってまいりました。また、独自にスクールサポーター事業、児童生徒サポートセン
ター事業等の教育施策を行ってまいりました。
　現在、国の審議会等においては、国の財政健全化の議論の中で、子どもの数の減少に
あわせた教職員の削減、いじめや特別支援教育対応のための教員（加配教員）の削減、
少人数学級の見直し、外部人材の活用による教職員の削減、小規模な小中学校の統廃合
の促進等により、今後９年間で約３万7,000人の公立小中学校の教職員を削減すること
を主張されています。
　このことは、子どもの数の減少という数値的視点をもった財政効率を最優先とした主
張であり、教育施策充実という観点からは、到底同意できるものではありません。
　国においては、今後の少子化のみを前提とした機械的試算による小中学校の教職員定
数削減は決して行うべきではなく、いじめ、不登校への対策、特別な支援を必要とする
児童生徒や保護者への対応等、学校現場での対応が複雑化、深刻化していることを鑑み、
加配教員を含めた教職員定数の充実を図るための財源の確保を強く要請します。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成27年12月22日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県雲仙市議会　　　

　衆議院議長　　　大島　理森　殿
　参議院議長　　　山崎　正昭　殿
　内閣総理大臣　　安倍　晋三　殿
　財務大臣　　　　麻生　太郎　殿
　文部科学大臣　　馳　　　浩　殿
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案第81号 動産の買入れについて 原案可決

議案第58号 島原地域広域市町村圏組合規約の変更に関する協議について 原案可決

議案第59号 雲仙市役所部設置条例の全部を改正する条例について 原案可決

議案第60号 雲仙市水道料金及び下水道使用料審議会設置条例の制定について 原案可決

議案第61号 雲仙市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について 原案可決

議案第62号 雲仙市税条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第63号 雲仙市半島振興対策実施地域指定による固定資産税の不均一課税に関する条例
の一部を改正する条例について 原案可決

議案第64号 雲仙市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第65号 雲仙市水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する
条例について 原案可決

議案第66号 雲仙市水道事業の剰余金の処分等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第67号 平成２７年度雲仙市一般会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案第68号 平成２７年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案第69号 平成２７年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案第70号 平成２７年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案第71号 平成２７年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第72号 平成２７年度雲仙市水道事業会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案第73号 指定管理者の指定について 原案可決

議案第74号 指定管理者の指定について 原案可決

議案第75号 指定管理者の指定について 原案可決

議案第76号 工事請負契約の変更について 原案可決

議案第77号 雲仙市の区域内にあらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 原案可決

議案第78号 雲仙市の区域内にあらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 原案可決

議案第79号 市道路線の認定について 原案可決

議案第80号 市道路線の変更について 原案可決

議案第82号 平成２７年度雲仙市一般会計補正予算（第４号）案について 原案可決

請願第 6 号 ＴＰＰ協定書作成作業からの撤退を求める請願書 不採択

発議第 6 号 九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）の整備促進に関する意見書 原案可決

発議第 7 号 教育現場の実態に即した教職員定数の充実等に関する意見書 原案可決

平成27年第4回雲仙市議会定例会 議決結果
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常任委員会報告

質
疑　
窓
口
対
応
に
つ
い
て
、
職
員

間
の
連
携
を
密
に
し
て
も
ら
い
た
い

が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　
地
域
振
興
部
を
新
設
す
る
こ

と
で
、
本
庁
と
総
合
支
所
と
の
連
携

強
化
を
図
り
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
総
合
支
所
に
お
い
て
１
課
１

班
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答
弁　
現
在
あ
る
２
課
に
お
い
て
、

お
互
い
が
少
し
で
も
協
力
し
、
受
付

等
の
業
務
を
行
え
ば
、
現
状
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き
る
。

意
見　
支
所
に
よ
っ
て
対
応
や
サ
ー

ビ
ス
が
異
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
指

導
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

質
疑　
水
道
関
係
に
お
い
て
、
建
設

整
備
部
か
ら
分
離
し
て
環
境
水
道
部

が
新
設
さ
れ
る
。
配
置
先
も
分
か
れ

る
。
連
携
が
と
れ
ず
、
二
重
に
経
費

が
か
か
る
こ
と
は
発
生
し
な
い
の

か
。

答
弁　

無
駄
な
投
資
を
し
な
い
た

め
、
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。
担
当

課
に
お
い
て
も
、
同
様
の
認
識
を

も
っ
て
い
る
。

質
疑　
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
税
の

収
納
率
に
関
係
は
あ
る
の
か
、
収
納

率
が
上
が
る
と
考
え
て
い
い
の
か
。

答
弁　
改
正
に
よ
り
早
め
に
分
割
納

付
が
始
ま
る
の
で
、
収
納
率
は
上
が

る
と
思
っ
て
い
る
。

質
疑　
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
、

雲
仙
市
で
の
、
一
番
有
利
な
方
法
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
附
だ

け
が
目
的
で
は
な
く
、
市
及
び
市
の

特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
の
意
味
合
い
が
大
き

い
。
物
産
業
者
の
参
入
等
が
有
利
か

と
考
え
る
が
、
現
体
制
で
は
現
状
の

方
法
で
な
い
と
対
応
が
難
し
い
。

質
疑　
ふ
る
さ
と
納
税
を
継
続
し
て

運
営
し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
市
に

と
っ
て
有
利
な
方
法
を
考
え
て
欲
し

い
。
人
件
費
等
が
発
生
し
て
も
、
そ

の
分
が
市
の
雇
用
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

答
弁　
平
成
27
年
度
よ
り
業
務
の
一

部
を
外
部
へ
委
託
し
た
ば
か
り
で
あ

る
の
で
、
関
係
部
局
と
相
談
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
（
長

崎
ル
ー
ト
）
は
、
地
域
の
活
性
化
等

に
つ
な
が
る
重
要
な
交
通
基
盤
で
あ

り
、
社
会
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
諫
早
市
が
結
節
点
と
な
る

島
原
半
島
で
も
産
業
の
振
興
や
人
口

拡
大
効
果
な
ど
、
一
日
も
早
い
全
線

開
業
を
期
待
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
し
か
し
、
不
具
合
に
よ
る
耐
久
走

行
試
験
の
休
止
、
技
術
開
発
や
量
産

車
の
製
造
が
遅
延
す
る
一
方
で
、
そ

の
具
体
的
な
対
応
策
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。

　

政
府
・
与
党
申
合
せ
を
厳
守
し
、

開
業
時
期
を
平
成
34
年
度
か
ら
可
能

な
限
り
前
倒
し
す
る
こ
と
。
当
該
政

府
・
与
党
申
合
せ
の
内
容
を
実
現
た

め
の
具
体
的
な
対
応
策
を
早
急
に
と

り
ま
と
め
る
こ
と
。
当
該
対
応
策
に

つ
い
て
、
西
九
州
ル
ー
ト
の
地
元
関

係
者
に
対
し
早
急
に
説
明
し
、
充
分

な
調
整
を
行
い
合
意
を
図
る
こ
と
を

求
め
る
た
め
、
全
会
一
致
で
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

雲
仙
市
役
所
部
設
置
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例

雲
仙
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
２７
年
度
雲
仙
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
案

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
（
長

崎
ル
ー
ト
）
の
整
備
促
進
に
関
す

る
意
見
書

付　　託　　案　　件 審議結果

平成27年度一般会計補正予算（第３号）案　ほか１件 原案可決

雲仙市役所部設置条例の全部を改正する条例　ほか３件 原案可決

長崎県市町村行政不服審査会の共同設置に関する協議　ほか３件 原案可決

九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）の整備促進に関する意見書 決　議

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
１０
件
、意
見
書

提
出
１
件
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　務

委員会審査状況
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常任委員会報告

質
疑　
警
備
委
託
料
に
お
い
て
有
事

の
場
合
に
は
、
何
分
程
度
で
現
場
に

到
着
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

答
弁　
契
約
時
の
仕
様
書
で
は
、
25

分
以
内
に
警
備
員
が
到
着
す
る
よ
う

に
明
記
し
て
い
る
。

質
疑　
生
活
保
護
費
に
お
い
て
、
平

均
で
1
人
あ
た
り
い
く
ら
ぐ
ら
い
受

給
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
最
低
生
活
費
の
算
定
に
お
い

て
は
、
一
般
的
に
は
1
人
世
帯
の
場

合
、1
類
の
食
費
で
平
均
約
3
万
円
、

2
類
の
光
熱
水
費
で
約
3
万
円
の
合

計
で
約
6
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
瑞
穂
ヘ
ル
シ
ー
会
館
、
吾
妻
老
人

憩
の
家
、
木
場
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
千
々
石
町
）、
千
々
石
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
橘
荘
、
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
下
峰
児
童
館
（
千
々
石
町
）

の
6
ヶ
所
に
つ
い
て
、
雲
仙
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
す
る
議
案
に
つ
い
て
、
施
設
の

状
態
や
利
用
状
況
等
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
の
審
議
会
等
に
お
い
て
、
少
子

化
の
進
展
に
伴
う
機
械
的
な
試
算
に

よ
り
、
平
成
36
年
度
ま
で
に
公
立
小

中
学
校
の
教
職
員
定
数
を
約

3
万
7
千
人
削
減
す
る
こ
と
を
求
め

る
内
容
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

財
政
効
率
の
み
を
最
優
先
と
し
た
主

張
で
あ
り
、
学
校
現
場
の
実
態
を
踏

ま
え
た
議
論
が
不
足
し
て
い
る
と
の

こ
と
か
ら
、
意
見
書
の
提
出
を
雲
仙

市
の
教
育
委
員
長
か
ら
要
請
さ
れ
た

も
の
。

　
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
と
し
て
全
会

一
致
で
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
案

指
定
管
理
者
の
指
定

教
育
現
場
の
実
態
に
即
し
た
教
職

員
定
数
の
充
実
等
に
関
す
る
意
見

書

付　　託　　案　　件 審議結果

平成27年度一般会計補正予算（第３号）案　ほか１件 原案可決

指定管理者の指定 原案可決

教育現場の実態に即した教職員定数の充実等に関する意見書 決　議

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
3
件
、
意
見
書

提
出
1
件
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委員会審査状況

文
教
厚
生

現地調査（千々石「下峰児童館」）
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常任委員会報告
付　　託　　案　　件 審議結果

平成27年度一般会計補正予算（第３号）案 原案可決

平成27年度国民宿舎事業特別会計補正予算（第２号）案　ほか３件 原案可決

指定管理者の指定　ほか８件 原案可決

ＴＰＰ協定書作成作業からの撤退を求める請願書 不 採 択

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
1４
件
、
不
採
択

１
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

産
業
建
設

質
疑　
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
事

業
は
、
着
工
後
に
ふ
る
さ
と
融
資
を

申
し
込
ん
で
い
る
が
、
手
続
き
上
に

問
題
は
な
い
の
か
。

答
弁　
工
事
が
完
成
前
で
あ
れ
ば
、

申
請
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
貸

付
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
地
域
総
合

整
備
財
団
へ
確
認
し
た
。

質
疑　
投
資
額
の
わ
り
に
雇
用
拡
大

効
果
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
雇
用
は
増
大
さ
せ
る
意
向
で

は
あ
る
が
、
達
成
可
能
で
確
実
な
計

画
を
た
て
た
と
聞
い
て
い
る
。

質
疑　
維
持
管
理
、
清
掃
等
の
不
備

が
原
因
で
問
題
が
発
生
し
た
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
態
を

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

答
弁　
現
在
は
保
健
所
の
指
導
に
よ

り
、
自
主
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
清
掃

記
録
簿
を
整
備
し
、管
理
し
て
い
る
。

意
見　
本
施
設
は
市
直
営
で
あ
り
、

他
に
指
導
し
、
模
範
と
な
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
施
設
で
あ
る
。

質
疑　
建
築
物
や
附
属
設
備
等
の
修

理
・
修
繕
の
合
計
が
年
額
で
１
５
０

万
円
を
超
え
る
場
合
、
市
の
負
担
と

し
て
あ
る
が
、
今
回
の
補
正
予
算
に

は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
確
認
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
で
要

求
し
て
い
る
。

反
対　
10
月
５
日
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は

大
筋
合
意
に
至
っ
て
お
り
、
国
で
は

総
合
対
策
本
部
を
設
置
し
、
11
月
25

日
に
は
総
合
的
な
関
連
政
策
大
綱
も

決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
関
係
諸
国
も
動
い
て
お
り
、
現
時

点
で
協
定
書
作
成
作
業
か
ら
の
撤
退

は
、
時
期
的
に
も
遅
い
と
判
断
さ
れ

る
た
め
、
こ
の
請
願
に
は
反
対
で
あ

る
。

賛
成　

こ
れ
ま
で
秘
密
交
渉
で
あ

り
、
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、

本
市
議
会
で
も
議
論
が
で
き
な
い
状

況
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、今
回
の
大
筋
合
意
で
は
、

最
終
的
に
全
品
目
の
95
％
の
関
税
を

撤
廃
す
る
と
な
っ
た
。

　
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本
市
は

大
き
な
影
響
を
受
け
大
変
な
こ
と
に

な
る
。

　
地
方
創
生
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も

で
き
な
く
な
る
。

　
雲
仙
市
議
会
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
、
市
民
の
暮
ら
し
を
考
え
る
と
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ

る
た
め
、
本
請
願
に
賛
成
す
る
。

採
決　
賛
成
少
数
に
よ
り
、
不
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
今
回
の
議
案
に
つ
い
て
６
箇
所
の

現
地
調
査
を
実
施
。

意
見　
災
害
復
旧
の
た
め
繰
り
越
さ

れ
る
市
道
小
浜
札
ノ
原
小
地
獄
線
は

市
民
の
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
い
復
旧
を
望
む
。

意
見　
愛
野
森
山
バ
イ
パ
ス
整
備
に

よ
る
残
余
地
が
市
道
へ
取
り
込
ま
れ

る
予
定
で
あ
る
。
今
後
県
か
ら
移
管

さ
れ
、市
道
の
一
部
と
な
る
場
合
は
、

車
道
幅
員
や
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン
等
の
表

示
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
適
正
な
管

理
に
つ
と
め
て
も
ら
い
た
い
。

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
案

平
成
２７
年
度
国
民
宿
舎
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
案

指
定
管
理
者
の
指
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
書
作
成
作
業
か
ら
の

撤
退
を
求
め
る
請
願
書

現
地
調
査
を
実
施

委員会審査状況現地調査（千々石直売所）
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町
田
議
員 

　
保
護
者
の
方
か
ら

雲
仙
市
は
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を

や
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
た
が
ど

う
か
。

 

山
野
教
育
長 　
給
食
の
栄
養
教

諭
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
マ
ー
カ
ー
を

し
た
献
立
表
を
保
護
者
に
配
布

し
、
当
日
の
給
食
が
該
当
す
る
児

童
生
徒
は
代
替
食
を
持
参
す
る
か

担
任
が
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
除
去
す
る

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

 

町
田
議
員 

　
家
庭
で
弁
当
を

作
っ
て
持
た
せ
る
か
、
担
任
が
除

去
す
る
と
い
う
対
応
で
は
、
対
策

を
し
て
い
な
い
の
と
同
じ
だ
と
思

う
。県
内
21
市
町
村
を
調
べ
る
と
、

専
用
調
理
室
が
無
く
て
も
島
原

市
・
南
島
原
市
等
13
市
町
が
、
代

替
食
や
除
去
食
を
出
し
て
い
る
。

調
査
し
た
諫
早
市
は
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
代
替
食
を
提
供
し
よ

う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら

れ
た
。
雲
仙
市
も
一
つ
一
つ
変
え

て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
な
い

と
、
雲
仙
市
に
子
ど
も
を
住
ま
わ

せ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

 

町
田
議
員 

　
ど
う
し
て
い
る
か
。

 

山
本
教
育
次
長 　
橘
湾
の
地
震

も
あ
る
の
で
、
千
々
石
地
区
を
モ

デ
ル
に
指
定
し
て
小
中
学
校
で
連

携
し
て
防
災
教
育
を
し
て
い
る
。

 

町
田
議
員 

　
県
が
島
原
地
震
を

想
定
し
た
場
合
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7・7
で
死
者
が
2
千
1
0
0
人
、

建
物
被
害
が
3
万
4
千
棟
に
及

ぶ
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自

ら
の
判
断
で
避
難
で
き
る
力
を
育

成
す
る
た
め
に
も
雲
仙
市
全
域
の

小
中
学
校
に
訓
練
と
し
て
体
に
も

覚
え
さ
せ
る
よ
う
に
や
っ
て
も
ら

い
た
い
、
釜
石
市
生
徒
3
千
人
無

事
だ
っ
た
防
災
教
育
の
よ
う
に
。

他
の
質
問

・
学
校
の
ト
イ
レ
は

・
い
じ
め
問
題
は

小中学校での問題点は

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P13
中村　好治…P14
平野　利和…P14

上田　　篤…P15
坂本　弘樹…P15
佐藤　義隆…P16

酒井　恭二…P16
浦川　康二…P17
小田　孝明…P17

市政を問う 9名の議員が一般質問

防
災
教
育
は

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員

学
校
給
食
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
は
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金澤市政のここが聞きたい

 

平
野
議
員 

　
①
新
聞
報
道
に
よ

る
と
7
2
4
自
治
体
に
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
が
支
給
さ
れ
る
と

あ
っ
た
が
、
市
の
総
合
戦
略
の
策

定
状
況
は
。
②
市
内
の
子
ど
も
を

市
独
自
の
奨
学
金
で
育
て
、
市
内

に
帰
っ
て
働
い
て
く
れ
る
人
に
は

返
納
を
免
除
す
る
制
度
を
提
案
す

る
。
③
近
年
、
客
船
が
各
地
に
入

港
し
て
大
変
な
観
光
客
が
押
し
寄

せ
て
き
て
い
る
が
客
船
が
接
岸
で

き
る
よ
う
港
湾
整
備
を
提
案
す

る
。
④
観
光
客
誘
致
に
欠
か
せ
な

い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
策
定

を
提
案
す
る
。
⑤
国
見
町
多
比
良

港
埋
立
地
の
活
用
は
い
よ
い
よ
動

き
出
し
土
地
と
し
て
様
々
な
角
度

か
ら
活
用
可
能
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。
港
湾
を
整
備
し
海

か
ら
の
ル
ー
ト
を
考
え
企
業
誘
致

を
す
る
こ
と
が
人
口
減
少
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
。

 

金
澤
市
長 　
地
方
創
生
先
行
型

交
付
金
の
上
乗
せ
交
付
金
は
、
先

駆
性
が
求
め
ら
れ
る
タ
イ
プ
1
と

10
月
ま
で
戦
略
が
義
務
づ
け
さ
れ

て
い
る
タ
イ
プ
2
が
あ
る
。
市
民

の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
策
定
作

業
を
進
め
た
い
と
考
え
、
タ
イ
プ

2
は
適
用
外
、
タ
イ
プ
1
は
、
総

合
戦
略
に
お
け
る
重
要
業
績
評
価

指
標
が
成
果
目
標
と
し
て
設
定
さ

れ
、
基
本
目
標
と
整
合
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
申
請
を
見

送
っ
た
。

雲仙市の地方創生とは

 

中
村
議
員 

　
市
の
総
合
計
画
と

地
方
創
生
の
総
合
戦
略
の
関
連

は
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
環
境

基
本
計
画
・
森
林
整
備
計
画
・
農

林
水
産
業
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
て
い
く
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
後
期
基
本
計
画
に

お
い
て
は
、
本
市
の
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
り
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
森
林
の
環
境
整
備
と
太
陽
光

発
電
の
導
入
支
援
や
小
浜
地
区
に

お
け
る
未
利
用
温
泉
水
を
使
っ
た

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
将
来
的
な
総
合
計
画
に
具

体
的
に
取
り
組
む
た
め
項
目
を
取

り
上
げ
て
、
事
業
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、
自
然
環
境
保
全
の
主
要

施
策
に
関
わ
る
計
画
と
し
て
、
環

境
基
本
計
画
・
森
林
整
備
計
画
・

農
林
水
産
業
振
興
計
画
の
効
果
的

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

 

中
村
議
員 

　
計
画
の
目
的
は
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
市
内
の

1
2
0
0
ha
の
人
工
林
の
間
伐
を

年
間
25

ha
実
施
可
能
で
あ
る
の
で

随
時
実
施
し
て
い
く
。
又
森
林
情

報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
森
林
施
業

の
集
約
化
の
推
進
を
行
う
。

 
中
村
議
員 

　
営
繕
工
事
に
つ
い

て
は
予
算
要
求
時
点
か
ら
専
門
部

署
へ
依
頼
し
て
い
る
の
か
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　

1

3 

0
万
円
以
下
に
つ
い
て
は
所
管
課
で

あ
る
が
、事
務
委
任
を
受
け
て
建
築

課
で
積
算
、設
計
を
行
っ
て
い
る
。

 

中
村
議
員 

　
公
共
施
設
へ
高
齢

者
に
対
す
る
健
康
器
具
は
導
入
し

な
い
の
か
。

 

岸
川
市
民
福
祉
部
長 　
施
設
の

指
定
管
理
者
に
検
討
す
る
よ
う
に

伝
え
る
。

将来の雲仙市の政策は

市
の
地
方
創
生
は

総
合
計
画
の
取
り
組
み
は

公
共
施
設
の
営
繕
工
事
は

健
康
機
器
の
設
置
は

中
なかむら

村　好
こうじ

治議員

平
ひら の

野　利
としかず

和議員

寄港したクルーズ客船
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一般質問

 

坂
本
議
員 

　
い
じ
め
に
対
す
る

考
え
と
そ
の
対
応
は
。

 

金
澤
市
長 　
子
ど
も
た
ち
の
心

や
体
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す

い
じ
め
は
子
ど
も
の
権
利
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
い
じ
め
を
防
止

し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
実
現
す

る
こ
と
は
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ

き
最
重
要
課
題
だ
と
認
識
す
る
。

 

山
野
教
育
長 　
対
応
と
し
て
は
、

教
職
員
一
人
一
人
が
、
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
持
ち
、
危
機
意
識
を

も
っ
て
学
校
全
体
で
い
じ
め
事
案

を
共
有
し
、組
織
的
に
取
り
組
み
、

保
護
者
や
地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
対
応
す
る
と
い
う
意
識
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、昨
年
度
か

ら
各
学
校
に
い
じ
め
防
止
対
策
委

員
会
を
設
置
し
て
お
り
、委
員
会

の
活
用
に
よ
り
、今
後
い
じ
め
対
応

の
機
能
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。

 

坂
本
議
員 

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
県
の
事
業
で
4
校
に
配

置
し
て
あ
る
が
、
準
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
全
校
に
配
置
で
き
な
い
か
。

 

山
野
教
育
長 　
現
在
、
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
属
し
、
教
職

員
と
連
携
さ
せ
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
相
談
す
る
態
勢
で
あ
る
。今
後
、

国
の
支
援
・
補
助
が
あ
れ
ば
充
実

さ
せ
て
い
く
。

 

坂
本
議
員 

　
市
債
償
還
時
に
は

利
息
を
払
う
。
こ
の
利
息
を
補
う

考
え
で
、
積
立
金
の
運
用
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

 

金
澤
市
長 　
積
極
的
に
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

いじめ防止、早期対応

実のある地方創生策を

 

上
田
議
員 

　「
地
方
創
生
」
と

い
う
言
葉
が
出
始
め
て
、
ま
だ
1

年
半
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
目
の

前
に
ニ
ン
ジ
ン
を
ぶ
ら
下
げ
て
追

い
立
て
る
よ
う
に
し
て
い
る
の

は
、
裏
に
何
か
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

①�

市
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の

特
徴
は
何
か
。

②�

数
あ
る
施
策
の
「
目
玉
」
は
何

か
。

③�

地
方
創
生
に
適
合
す
る
「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」
を
新

設
で
き
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
①
総
合
戦
略
の
特

徴
は
、「
市
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
取
り
組
み
」が
あ
る
。「
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
市
民
懇
話
会

で
の
意
見
交
換
、
石
破
大
臣
講
演

会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。

②

島
原
半
島
一
帯
と
な
っ
た
観
光

振
興
、
地
熱
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

③

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
は

一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
が
、
景

気
が
回
復
基
調
に
あ
る
こ
と
、

新
た
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
な
ど
を
行
う
の
で
終
了

す
る
。

 

上
田
議
員 
　
総
合
戦
略
で
も

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
を
強
調

し
て
い
る
。
日
本
再
興
戦
略（
国
）

で
も
、
中
古
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム

流
通
市
場
の
規
模
を
現
在
の
10
兆

円
か
ら
20
兆
円
に
倍
増
す
る
と
み

て
い
る
。
な
ぜ
「
や
ら
な
い
」
と

断
定
す
る
の
か
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
緊
急
的

活
性
化
策
な
の
で
終
了
す
る
。

 

上
田
議
員 

　
総
合
戦
略
は
5
年

間
取
り
組
む
の
だ
か
ら
、
断
定
し

な
い
で
検
討
す
る
べ
き
だ
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
で

地
域
経
済
の
活
性
化

い
じ
め
防
止
、
い
じ
め
の

早
期
発
見
・
早
期
対
応
は

公
金
運
用
の
考
え
は

上
うえだ

田　　篤
あつし

議員

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員

15 雲仙市議会だより●第46号（平成28年2月）



金澤市政のここが聞きたい

 

酒
井
議
員 

　
国
が
進
め
る
地
方

創
生
に
つ
い
て
、
現
場
を
預
か
る

市
長
と
し
て
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
国
、
県
の
対
策
も

踏
ま
え
、
市
の
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

酒
井
議
員 

　
こ
れ
ま
で
雲
仙
市

総
合
計
画
と
、地
方
創
生
の
ま
ち・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
と
は
何

が
ど
う
違
う
の
か
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
総
合
計

画
と
違
っ
て
、
総
合
戦
略
は
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
特
化

し
た
も
の
で
、
策
定
段
階
か
ら
幅

広
い
市
民
参
加
と
意
見
を
踏
ま
え

取
り
組
ん
で
い
る
。

 
酒
井
議
員 

　
市
の
総
合
戦
略
の

特
徴
は
何
か
。

 

大
塚
課
長 　
市
民
と
の
協
働
体

制
、
そ
し
て
雇
用
、
移
住
を
含
め

た
人
の
流
れ
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
願
い
を
か
な
え
る
と
い
う
と

こ
ろ
に
着
目
し
作
り
上
げ
て
い
る
。

 

酒
井
議
員 

　
現
在
の
総
合
戦
略

素
案
は
目
標
の
列
記
の
よ
う
に
思

え
る
が
、
具
体
的
で
新
た
な
施
策

は
な
い
の
か
。

 

大
塚
課
長 　
今
、
素
案
を
も
と

に
各
政
策
、
施
策
の
整
理
作
業
を

行
い
最
終
的
な
戦
略
と
な
る
よ
う

作
業
を
進
め
て
い
る
。

 

酒
井
議
員 

　
金
澤
市
政
な
ら
で

は
の
地
方
創
生
を
行
う
覚
悟
は
。

 

金
澤
市
長 　
首
長
と
し
て
は
、

出
来
な
い
事
は
総
合
戦
略
に
取
り

上
げ
た
く
な
い
。出
来
る
と
い
う
判

断
を
す
る
た
め
に
、一
番
現
場
に

近
い
部
分
の
作
業
を
や
っ
て
確
実

に
絵
に
描
い
て
、
初
め
て
上
げ
る

と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
崩
せ
な
い
が
、

自
分
な
り
に
工
夫
し
、
指
摘
さ
れ

た
懸
念
を
少
し
で
も
払
拭
し
た
い
。

 

酒
井
議
員 

　
建
替
え
の
計
画
は
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
い
つ
建

替
え
と
い
う
具
体
的
計
画
は
な
い

が
、
組
合
か
ら
早
め
に
候
補
地
選

定
を
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
る
。

市創生の施策は何か

 

佐
藤
議
員 

　
職
員
の
作
業
服
を

自
己
負
担
に
よ
り
、
市
当
局
が
一

括
購
入
す
る
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
職
員
の
着
衣
等
を

統
一
す
る
こ
と
で
、
業
務
を
円
滑

に
行
な
う
効
果
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
職
員
の
意
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
担
当
課
で
あ
る
人
事

課
に
お
い
て
対
応
し
た
い
。

 

佐
藤
議
員 

　
風
光
明
媚
な
千
々

石
海
岸
は
、
大
雨
や
台
風
が
接
近

す
る
と
大
量
の
流
木
等
の
ゴ
ミ
が

漂
着
し
て
い
る
が
、
行
政
と
し
て

の
ゴ
ミ
回
収
の
取
り
組
み
状
況
は
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
海
岸
沿

い
に
ゴ
ミ
が
溜
ま
っ
て
迷
惑
を
か

け
て
お
り
、
約
3
0
0
万
円
を
投

入
し
て
、
千
々
石
海
岸
等
の
ゴ
ミ

回
収
を
行
っ
て
い
る
が
、
台
風
通

過
後
の
取
り
組
み
の
対
応
が
ま
ず

か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、
今

後
は
巡
回
等
も
増
や
し
て
対
応
す

る
。

 

佐
藤
議
員 
　
合
併
前
の
旧
町
に

お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
音

頭
が
作
成
さ
れ
て
あ
っ
た
が
、
市

歌
を
作
成
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
市
歌
の

必
要
性
も
含
め
、ど
の
よ
う
な
作
成

方
法
が
あ
る
の
か
検
討
し
て
い
る
。

 

佐
藤
議
員 

　
副
市
長
に
市
の
歌

の
必
要
性
が
あ
る
か
確
認
し
た
い
。

 

酒
井
副
市
長 　
作
成
が
遅
れ
て

い
る
の
で
、
私
も一緒
に
な
って
、
早

く
作
成
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

職員の作業服の統一化
作
業
服
の
統
一
は

地
方
創
生
に
つ
い
て
の
考
え

方
は

小
浜
消
防
署
庁
舎
の
建
替
え
は

千
々
石
海
岸
の
ゴ
ミ
回
収
は

市
歌
の
作
成
は

佐
さとう

藤　義
よしたか

隆議員

千々石海岸

酒
さかい

井　恭
きょうじ

二議員
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一般質問

 

浦
川
議
員 

　
人
口
の
現
状
分
析

に
お
い
て
、
人
口
の
変
化
が
地
域

に
与
え
る
影
響
の
検
討
結
果
は
。

 

金
澤
市
長 　
公
共
交
通
機
関
、

医
療
機
関
の
縮
小
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
機
能
の
低
下
な
ど
、
生
活

に
及
ぼ
す
影
響
、
域
内
消
費
の
縮

小
、
労
働
力
の
縮
小
等
地
域
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

 

浦
川
議
員 

　
地
域
の
将
来
に
与

え
る
影
響
は
、
総
合
戦
略
策
定
の

根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
記
載
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
2
0
6
0
年
の
人
口
目

標
3
万
人
は
、
短
期
目
標
や
中
期

目
標
の
設
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
最
終
版

を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
記
載
及

び
目
標
設
定
を
検
討
す
る
。

 

浦
川
議
員 

　
総
合
戦
略
の
素
案

で
は
各
施
策
に
新
規
事
業
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
新
た
な
施
策
は
今
検

討
中
と
答
弁
さ
れ
た
が
、
地
方
創

生
で
市
は
何
を
す
る
の
か
、
明
確

に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

大
塚
課
長 　
現
在
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
市
の
素
案
を
示
し
、
新
規

事
業
等
弱
い
部
分
に
つ
い
て
、
提

言
を
頂
き
計
画
策
定
中
で
あ
る
。

 
浦
川
議
員 

　
市
民
と
行
政
の
協

働
体
制
に
よ
る
具
体
的
な
施
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
島
原
半
島
一
体
と

な
っ
た
観
光
振
興
組
織
や
持
続
的

な
酪
農
・
畜
産
を
維
持
す
る
た
め

の
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
に
よ
る
地

域
ぐ
る
み
で
収
益
力
向
上
を
図
る

取
組
み
な
ど
が
協
働
体
制
の
施
策

で
あ
る
。

地方創生への取組みは

 

小
田
議
員 

　
市
が
出
資
し
て
い

る
雲
仙
ゴ
ル
フ
場
の
経
営
は
危
機

な
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
赤
字
が
続
き
、
か

ん
ば
し
く
な
い
。
法
の
専
門
家
の

調
査
検
証
に
よ
る
事
実
確
認
に
努

め
て
い
る
。
違
法
な
自
己
株
式
取

得
の
是
正
も
求
め
て
い
る
。

 

小
田
議
員 

　
株
主
総
会
で
提
案

し
た
経
営
改
善
の
内
容
は
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
管
理
会

社
に
外
注
す
る
理
由
、
第
三
者
の

見
積
も
り
、外
注
費
内
訳
資
料
、管

理
会
社
か
ら
の
使
用
料
徴
収
の
件
、

関
係
資
料
の
提
出
等
を
求
め
た
。

 
小
田
議
員 

　
会
社
発
足
か
ら
10

年
、ほ
と
ん
ど
赤
字
だ
っ
た
の
に
、

今
ま
で
何
を
や
っ
て
い
た
の
か
。

市
の
対
応
が
生
ぬ
る
か
っ
た
の
で

は
な
い
の
か
。
軽
く
み
ら
れ
て
い

る
で
は
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
従
前
か
ら
株
主
と

し
て
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
と
の

指
摘
は
真
摯
に
受
け
止
め
て
反
省

す
る
。
議
員
が
指
摘
の
点
も
踏
ま

え
て
何
と
か
雲
仙
ゴ
ル
フ
場
の
存

続
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

 

小
田
議
員 

　
雲
仙
ゴ
ル
フ
場
の

土
地
の
課
税
は
税
法
上
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
固
定
資

産
税
の

課
税
対

象
で
あ

り
、
課

税
す
る
。

 

小
田
議
員 

　
市
で
は
米
、
豚
、

牛
、
乳
牛
が
大
き
な
影
響
を
受
け

る
の
で
は
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
国
、
県
の
情
報
を

よ
く
精
査
し
積
極
的
に
対
応
し
て

い
く
。

雲仙ゴルフ場の経営は

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
善
点
は

五
百
万
円
の
株
券
が
紙
く
ず
か

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
T
P
P
）
の
対
策
は

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
改
善

点
は

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員
【雇用政策パッケージ作成の方向性】

働く場所の
確保

雇用の
創出・拡大

経営基盤
の強化

産業の
活性化 所得向上

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

雲仙ゴルフ場
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

議会のうごき
10月2日（金）
石破地方創生担当大臣 訪問

　7月に雲仙市を訪問され、講演や視察を
していただいた石破地方創生担当大臣を、
上京の折、金澤市長と共に大久保議長が
訪問し、お礼の言葉をお伝えしました。
　雲仙市のことは、よく覚えていてくだ
さり、アドバイスなども頂きました。

1月5日（火）
平成28年雲仙市消防出初式

　平成28年雲仙市消防出初式が小浜町マ
リンパークイベント広場で開催され、大
久保議長以下全議員が出席しました。
　式典の後、啓発パレードや分列行進が
行われ、幼年消防クラブや各分団の元気
ではつらつとした勇姿に感動しました。

12月25日（金）
愛野・小浜バイパス建設促進期成会要望

　愛野・小浜バイパス建設促進期成会の要
望活動があり、大久保議長が参加しました。
　当日は、島原振興局長、長崎県知事、県議
会議長、自由民主党長崎県支部連合会、長
崎河川国道事務所長をそれぞれ訪問し、雲
仙市の状況を説明し、要望を行いました。

1月9日（土）
「島原道路」建設促進決起大会

　地域高規格道路「島原道路」建設促進決起
大会が国見町文化会館で開催され、大久保
議長以下多くの市議会議員が出席しました。
　当日は、中村知事や加藤衆議院議員、
金子参議院議員をはじめ多くの方々が出席
されており、全線の早期完成を決議しました。
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、議会だよりに返
信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、52円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

首長（市長等）の不信任議決
　首長に対してその地位にあることが不適任であることを理由として、これを信任しない旨の
議決を議会が行うこと。
※�地方自治法においては、首長と議会との間に対立抗争が生じ両者の均衡と調和が保たれなくなった場
合の措置として、議会には首長に対する不信任議決権を与えるとともに、これに対し首長には議会の
解散権を認め、議会と首長の対立の解決は、選挙を通して住民の公正な判断に委ねることとしている。

議長の不信任
　議長は信任されて議会の選挙において当選し、議事を主宰し、議会を代表する職務を行うも
のである。しかし、議長の非民主的な議事運営や、対立案件の取り扱いをめぐる与野党間の感
情的対立抗争などにより、議長として信任されなくなり、不信任問題に発展する場合がある。
　このような議長不信任が議決の形式をとることが一般的であるが、議会という意思決定機関
の単なる事実上の意思表示であるにとどまり、法的には何らの効果も生じない。
※�地方自治法においては、議長または副議長に対する不信任決議に対して法律上の効果を付与した規定
はない。したがって、不信任議決を受けた議長または副議長が自己の意思により辞職する場合は別と
して、そうでない限り、不信任決議によってその職を失うものでは無い。

議 会 用 語 解 説
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郵　便　は　が　き

長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地

（議会だより46号）

ご氏名
ふりが な

ご住所

電話番号（　　　　　　）－（　　　）－（　　　　　）

雲仙市役所　議会事務局
「議会広報編集特別委員会」　行

……………………………………………………………

お手数ですが
52円切手を
お貼り下さい
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号46
議会を傍聴してみませんか？

　いよいよ地方創生事業が本格的に
始まります。人口減少にストップを
かけ、市でも2060年度に人口3万人
を確保することが大きな目標です。
市として何をなすべきか。何ができ
るのか。市民総参加で考え、話し合
いましょう。
　「議会だより」がその一助となれ
るよう、議会広報編集特別委員会も
がんばります。
� （上田　篤）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　佐藤義隆
副委員長　上田　篤
委　　員　坂本弘樹、林田哲幸
　　　　　中村好治、渡辺勝美

平成28年第1回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
2月25日（木）～ 3月23日（水）です

■一般質問　　　2月29日（月）～ 3月3日（木）
■議案質疑　　　3月 7日（月）
■委 員 会
　　産業建設常任委員会　　3月 8日（火）・　9日（水）
　　文教厚生常任委員会　　3月10日（木）・11日（金）
　　総務常任委員会　　　　3月14日（月）・15日（火）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。
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